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8面

国宝「根来寺の大塔」

こんな事業所み~つけた「お菓子工房　かつら堂」（みなべ町）

こんな事業所み~つけた「場谷彫刻所」（日置川町）

ドバイで販路開拓、国の中小企業関連予算

税務署からのお知らせ、商工会申告相談、共済制度のご紹介

日高町全国展開事業、全国推奨観光土産品受賞、九度山町いちご狩り

専門家に聞く経営ワンポイントアドバイス

小規模事業者持続化補助金、県連メモ

紙
面

紹

介

国宝「根来寺の大塔（多宝塔）」（岩出市）国宝「根来寺の大塔（多宝塔）」（岩出市）

根来寺は新義真言宗総本山、覚鑁（かくばん）上人によって根来寺は新義真言宗総本山、覚鑁（かくばん）上人によって
保延6年（1140年）に開創されました。およそ350万㎡の境内保延6年（1140年）に開創されました。およそ350万㎡の境内
には、国宝に指定される「大塔」をはじめ中世の佇まいを残し、には、国宝に指定される「大塔」をはじめ中世の佇まいを残し、
春には桜、秋には紅葉が楽しめます。春には桜、秋には紅葉が楽しめます。

本土で鉄砲をはじめて国産化した地本土で鉄砲をはじめて国産化した地
であることから、同志が集まり昭和であることから、同志が集まり昭和
63年に鉄砲隊を結成。古式砲術を通63年に鉄砲隊を結成。古式砲術を通
じて根来の歴史と文化を広く全国にじて根来の歴史と文化を広く全国に
ＰＲするために活動しています。ＰＲするために活動しています。
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さ
い
。

 

私
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
ひ
と
手
間
か
け

る
」
こ
と
で
す
。
器
械
化
で
き
る
と
こ

ろ
は
器
械
で
製
造
し
ま
す
が
、
出
来
る

だ
け
手
作
り
に
こ
だ
わ
り
、
ひ
と
手
間

を
か
け
て
お
菓
子
を
造
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
忙
し
い
時
は
商
品
を
切
ら
せ

お
客
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
。

 

新
商
品
を
開
発
さ
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

 

梅
酒
造
り
か
ら
生
ま
れ
た
梅
酒
の
実

（
梅
酒
玉
）
を
丸
ご
と
１
個
使
っ
た
大
人

の
大
福
「
梅
酒
大
福
」
を
開
発
し
ま
し
た
。

梅
酒
玉
の
種
を
抜
き
、
秘
密
の
ク
リ
ー
ム

を
詰
め
て
大
福
で
包
ん
だ
新
商
品
で
す
。

 

開
発
の
き
っ
か
け
は
？

 

町
内
の
梅
農
家
か
ら
も
ら
っ
た
梅

酒
に
漬
け
た

梅
の
実
が
と

て
も
フ
ル
ー

テ
ィ
ー
で

美
味
し
か
っ

た
。
通
常
、

梅
酒
造
り

に
は
６
カ
月

間
梅
を
漬
け

ま
す
が
、
こ

の
農
家
で
は

２
カ
月
で
取

り
出
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
梅
の
エ
キ

ス
も
梅
酒
の
美
味
し
さ
も
程
よ
く
残
っ

て
い
た
の
で
、
大
福
の
中
に
そ
の
美
味

し
さ
を
閉
じ
込
め
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。

 

新
商
品
の
開
発
で
苦
労
さ
れ
た
こ
と
は
？

 

１
，
０
０
０
人
以
上
に
モ
ニ
タ
ー

し
、
レ
シ
ピ
を
何
度
も
変
更
し
て
き
ま

し
た
。
梅
酒
の
美
味
し
さ
を
損
な
わ
ず
、

女
性
や
子
供
に
も
美
味
し
く
食
べ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
梅
酒
玉
の
ア
ル
コ
ー

ル
を
調
整
し
、
ま
た
、
大
福
は
通
常
３

層
で
作
る
の
を
、
５
層
に
す
る
な
ど
工

夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

 

商
工
会
は
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
ま
す
か
？

 

「
梅
酒
大
福
」
の
新
商
品
開
発
で
、

経
営
革
新
の
認
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
申
請
書
の
作
成
か
ら
、
今
後
の
販

路
開
拓
な
ど
色
々
と
相
談
し
て
い
ま

す
。

 

今
後
の
取
り
組
み
は
？

 

郊
外
に
大
型
店
が

進
出
し
商
店
街
は
衰
退

し
、
ま
た
、
人
口
減
少

で
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
縮
小

す
る
ば
か
り
な
の
で
、

販
路
を
拡
げ
る
こ
と
が

必
須
で
す
。
私
は
職
人

な
の
で
、
お
菓
子
を
作

る
こ
と
は
苦
に
な
り
ま

せ
ん
が
、
販
路
開
拓
は

苦
手
な
の
で
、
商
工
会

に
相
談
し
な
が
ら
、
商

談
会
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
作
成
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。

 

事
業
所
を
紹
介
し
て
下
さ
い
。

 

明
治
43
年
に
祖
父
が
和
菓
子
屋
と
し

て
創
業
し
今
年
で
１
０
５
年
目
に
な
り

ま
す
。
私
は
３
代
目
で
、
母
と
妻
の
他

数
人
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
和
菓
子
と
洋
菓

子
の
製
造
・
小
売
店
を
営
ん
で
い
ま
す
。

 

商
品
を

紹
介
し
て
下

さ
い
。

 

和
菓
子

で
は
地
元
の

梅
を
使
っ
た

「
梅
羊
羹
」や
、

み
な
べ
梅
林

名
物
の
「
い

も
も
ち
」、
洋

菓
子
で
は
梅

の
新
品
種
露

茜
を
使
っ
た
「
露
茜
ス
フ
レ
」
な
ど
自

社
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
約
50
商
品
を
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。

 

人
気
の
商
品
は
な
ん
で
す
か
？

 

サ
ツ
マ
イ
モ
を
た
っ
ぷ
り
練
り
こ
ん
だ

「
い
も
も
ち
」
は
柔
ら
か
く
固
く
な
ら
な

い
と
好
評
で
、
全
国
菓
子
大
博
覧
会
会
長

賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
洋
菓
子

で
は
「
梅
玉
ロ
ー
ル
」
が
一
番
人
気
で
ふ

わ
ふ
わ
と
軽
い
の
に
、
味
は
濃
厚
風
味
豊

か
で
町
外
か
ら
も
お
客
様
が
来
ら
れ
ま
す
。

 

お
店
以
外
で
は
ど
こ
で
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
か
？

 

特
産
品
や
お
土
産
を
扱
っ
て
い
る
お

店
や
、
ホ
テ
ル
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
も

販
売
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

 

商
品
開
発
の
こ
だ
わ
り
を
教
え
て
下

「お菓子工房　かつら堂」
住所：〒645-0006　日高郡みなべ町北道257
TEL・FAX： 0739ー72ー2215
営業時間：８時 ～１９時（不定休）

  

み
な
べ
の
梅
を
使
っ
た

み
な
べ
の
梅
を
使
っ
た

  

新
商
品「
梅
酒
大
福
」で
経
営
革
新

新
商
品「
梅
酒
大
福
」で
経
営
革
新

　  氏　桂　卓哉 氏桂 卓哉桂 卓哉

お菓子工房
かつら堂
お菓子工房
かつら堂

新商品「梅酒大福」

１番人気の「梅玉ロール」

創業105年のかつら堂
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も
の
づ
く
り
で
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
を
教
え
て
下
さ
い
。

 

い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
受
け
ま
す
が

と
に
か
く
納
期
を
き
っ
ち
り
守
る
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
仕
事

が
遅
れ
る
と
そ
の
後
の
工
程
す
べ
て
に

影
響
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め

納
期
が
迫
っ
て
き
た
ら
間
に
合
わ
せ
る

た
め
に
寝
な
い
で
仕
事
を
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

 

経
営
上
の
課
題
は
何
で
す
か
。

 

従
業
員
を
育
て
る
こ
と
で
す
。
今

ま
で
何
人
か
採
用
し
ま
し
た
が
、
中
々

長
続
き
し
ま
せ
ん
。
職
人
な
の
で
ど
う

し
て
も
修
行
期
間
が
必
要
で
す
が
、
み

ん
な
一
人
前
に
な
る
前
に
辞
め
て
し
ま

い
ま
す
。 

い
ま
は
家
内
と
二
人
な
の
で
、

忙
し
い
と
き
に
先
ほ
ど
お
話
し
た
納
期

を
守
る
の
が
大
変
で
す
。

 

今
後
の
夢
や
目
標
を
教
え
て
下
さ

い
。

 
中
学
２
年
生
の
息
子
が
い
る
ん
で
す

が
、
工
業
高
校
に
進
学
し
て
、
い
ず
れ
事

業
を
継
い
で
く
れ
る
予
定
で
す
。
そ
の
た

め
に
も
事
業
を
も
っ
と
成
長
さ
せ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ま

で
に
新
し
い

機
械
を
入
れ

て
生
産
能
力

を
上
げ
た
い

と
思
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、

今
よ
り
も
っ

と
彫
刻
の
仕

事
を
増
や
し

て
い
き
た
い

と
思
い
ま

す
。
自
分
は

彫
刻
の
仕
事

が
好
き
で
、

こ
れ
を
や
っ
て
い
る
と
き
が
一
番
楽
し
い

ん
で
す
。

 

商
工
会
と
の
お
付

き
合
い
は
？

 

20
年
近
く
前
か
ら

税
務
関
係
で
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。
確
定

申
告
で
苦
労
し
て
い
た

と
き
に
、
周
り
か
ら
商

工
会
に
加
入
す
る
の
を

勧
め
ら
れ
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
。
今
で
は
金

融
や
税
務
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
面
で
お
付
き
合
い

が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も

商
工
会
を
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

 

事
業
所
を
紹
介
し
て
下
さ
い
。

 

も
と
も
と
は
木
工
の
事
業
所
で
お

店
の
看
板
や
家
の
表
札
を
作
っ
て
い
ま

し
た
。
平
成
６
年
に
、
ボ
タ
ン
の
彫
刻

を
頼
ま
れ
て
、
金
属
へ
の
彫
刻
を
は
じ

め
ま
し
た
。

 

金
属
に
彫
刻
を
す
る
の
で
す
か
。

 

そ
う
で
す
。
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー

の
ボ
タ
ン
の
彫
刻
な
ど
を
頼
ま
れ
ま
し

た
。
ま
ず
図
面
を
起
こ
し
て
元
に
な
る

ボ
タ
ン
を
ひ
と
つ
彫
り
ま
す
。
完
成
す

れ
ば
そ
れ
を
も
と
に
金
型
を
作
っ
て
同

じ
物
を
た
く
さ
ん
作
製
し
て
い
き
ま

す
。

 

貴
社
の
特
徴
を
教
え
て
下
さ
い
。

 

今
は
汎
用
旋
盤
で
の
ネ
ジ
の
加
工

が
中
心
で
す
が
、
汎
用
機
で
１
０
０
分

の
３
ま
で
の
誤
差
に
抑
え
る
技
術
は
他

の
事
業
所
に
は
中
々
な
い
と
自
負
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
彫
刻
は
ツ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ

ン
ス
で
使
用
さ
れ
る
イ
タ
リ
ア
の
有
名

な
自
転
車
メ
ー
カ
ー
の
刻
印
を
彫
っ
て

い
ま
す
。
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
用
の
自
転
車

で
１
台
１
０
０
万
円
以
上
す
る
も
の
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
技
術

力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
小
ロ
ッ

ト
で
多
品
種
か
つ
彫
刻
か
ら
プ
レ
ス
ま

で
す
べ
て
に
対
応
で
き
る
の
も
強
み
だ

と
思
い
ま
す
。

「場谷彫刻所」
住所：〒649-2524　西牟婁郡白浜町安宅461-43
TEL： 0739-52-3435　FAX：0739-52-3385

  

豊
富
な
経
験
と
確
か
な
技
術
で

豊
富
な
経
験
と
確
か
な
技
術
で

  　
　
　
「
も
の
づ
く
り
」に
励
む

　
　
　
「
も
の
づ
く
り
」に
励
む

　代表者　場谷　雪久 氏　代表者　場谷　雪久 氏

場谷彫刻所場谷彫刻所

事業の原点である木工彫刻

汎用旋盤を操作する場谷氏

平成27年3月1日　第464号 〔　　　　〕昭和55年3月1日
第3種郵便認可和歌山県商工会報3



 

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

　

小
規
模
事
業
者
が
商
工
会
と
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
販
路
開
拓
の
費
用
の

２
／
３
を
補
助
し
ま
す
。

　

※
詳
細
は
８
ペ
ー
ジ
参
照

 

も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
革
新
補
助
金

　

新
し
い
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
や

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
、
新
し
い
販
売

方
法
の
導
入
な
ど
、
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
が
取
り
組
む
事
業
革
新
の
費

用
の
２
／
３
を
補
助
し
ま
す
。
今
回
は
、

共
同
体
で
行
う
設
備
投
資
な
ど
も
支
援

対
象
に
追
加
し
ま
す
。

（
１
）
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
、
新
商
品
・
試

作
品
の
開
発

▼
補
助
上
限
額　

１
，
０
０
０
万
円

（
２
）
複
数
者
が
共
同
で
取
り
組
む
設
備

投
資
等

▼
補
助
上
限
額

共
同
体
で
５
，
０
０
０
万
円
（
５
０
０
万

円
／
社
）

※
設
備
投
資
を
せ
ず
に
サ
ー
ビ
ス
開
発

を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
（
上
限

７
０
０
万
円
）

 

創
業
・
第
二
創
業
促
進
補
助
金

（
１
）創
業
費
用
の
２
／
３
を
補
助
し
ま
す
。

▼ 

補
助
上
限
額　

２
０
０
万
円

（
２
）
事
業
承
継
を
契
機
と
し
て
既
存
事

業
を
廃
業
し
、
業
態
変
換
す
る
際
（
第

二
創
業
）
に
か
か
る
費
用
（
廃
業
コ
ス

ト
を
含
む
）の
２
／
３
を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
上
限
額　

１
，
０
０
０
万
円

 

ふ
る
さ
と
名
物
応
援
事
業

（
１
）
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
、

地
域
資
源
活
用
や
事
業
者
連
携
に
よ
り

行
う
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
等
に
か

か
る
費
用
の
２
／
３
を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
上
限
額　

５
０
０
万
円
、
１
，

０
０
０
万
円

（
２
）
小
売
事
業
者
等
が
、
製
造
事
業
者

と
連
携
し
て
「
ふ
る
さ
と
名
物
」
な
ど

の
販
路
開
拓
に
取
り
組
む
際
に
か
か
る

費
用
を
補
助
※
し
ま
す
。

▼
補
助
上
限
額　

１
，
０
０
０
万
円

　

※
大
企
業
へ
の
補
助
率
は
１
／
２
、
中

小
企
業
等
へ
の
補
助
率
は
２
／
３

（
３
）
複
数
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
が
、「
ふ
る
さ
と
名
物
」
な
ど
を
地
域

ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
た
め
の
取
組
を
行
う

場
合
、
そ
の
費
用
の
２
／
３
を
補
助
し

ま
す
。

▼
補
助
上
限
額　

２
，
０
０
０
万
円

（
４
）
地
域
資
源
を
海
外
展
開
さ
せ
る
た

め
、
国
内
外
の
専
門
家
な
ど
を
活
用
し

て
行
う
、
も
の
づ
く
り
、
食
、
観
光
等

の
地
域
資
源
の
発
掘
や
、
海
外
向
け
商

品
の
開
発
等
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

※
ふ
る
さ
と
名
物
に
つ
い
て
は
、「
地
域

住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
県
内
９
企
業
と
と

も
に
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
・
ド
バ
イ
で
開

催
さ
れ
た
国
際
総
合
食
品
見
本
市
「
Ｇ
ｕ
ｌ

ｆ
ｏ
ｏ
ｄ　

２
０
１
５
」（
２
月
８
日
〜
１
２

日
の
５
日
間
）
に
出
展
し
、
海
外

の
バ
イ
ヤ
ー
と
の
商
談
や
、
Ｐ
Ｒ

に
よ
り
、
本
県
食
品
の
輸
出
促
進

と
、
販
路
の
拡
大
を
図
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
全
国
連
の
「
共
同
海

外
現
地
進
出
支
援
事
業
」
に
よ
り
実
施
し
た

も
の
で
、
中
小
企
業
者
が
共
同
グ
ル
ー
プ
を

形
成
し
、
海
外
進
出
の
取
り
組
み
を
支
援
す

る
も
の
で
、
連
合
会
で
は
初
め
て
の
試
み
。

　

同
見
本
市
に
は
世
界
１
５
０
カ
国
か
ら

５
千
以
上
の
企
業
が
出
展
し
、
８
万
人
以
上

の
バ
イ
ヤ
ー
が
訪
れ
る
世
界
最
大
級
の
食
の

見
本
市
で
、出
展
者
は
英
語
版
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
、
試
食
に
よ
り
商
品
を
売
り
込
ん
だ
。

本
県
の
商
品
に
興
味
を
示
す
バ
イ
ヤ
ー
が
多

く
、期
間
中
に
二
十
件
の
商
談
見
込
み
が
あ
っ

た
ほ
か
「
現
地
に
代
理
店
は
無
い
の
か
」
の

要
望
に
、
急
い
で
日
本
か
ら
サ
ン
プ
ル
を
送

る
手
配
を
す
る
な
ど
対
応
に
追
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
見
本
市
終
了
後
も
別
会
場
に
移

り
在
ド
バ
イ
日
本
国
総
領
事
館
や
、
現
地

の
日
系
企
業
や
商
社
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ホ

テ
ル
関
係
者
を
招
き
商
談
会
や
情
報
交
換

を
す
る
な
ど
参
加
企
業
は
精
力
的
に
販
路

開
拓
を
行
っ
た
。

金
」
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
名
物
商
品
券
」

を
活
用
し
て
、
消
費
を
喚
起
し
ま
す
。

 

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
融
資
事
業

（
マ
ル
経
融
資
）

　

商
工
会
の
経
営
指
導
員
の
経
営
指
導
を

受
け
て
い
る
小
規
模
事
業
者
に
対
し
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
（
国
民
生
活
事
業
）

が
無
担
保
・
無
保
証
人
・
低
利
で
融
資

を
行
い
ま
す
。

▼
貸
付
限
度
額　

２
，
０
０
０
万
円

バイヤーに和歌山産品をPR

地
方
へ
の
好
循
環
拡
大
に
向
け
た
予
算
がが

議
決決
定

地
方
へ
の
好
循
環
拡
大
に
向
け
た
予
算
がが
閣閣
議議
決決
定

平平平
成成成成成
2222666
年
度
補
正
・
平

年
度
補
正
・
平平
成成成成成
222777
年
度
予
算

年
度
予
算

地
方
へ
の
好
循
環
拡
大
に
向
け
た
予
算
が
閣
議
決
定

平
成
26
年
度
補
正
・
平
成
27
年
度
予
算

地
方
へ
の
好
循
環
拡
大
に
向
け
た
予
算
が
閣
議
決
定

平
成
26
年
度
補
正
・
平
成
27
年
度
予
算

　

国
の
平
成
26
年
度
補
正
予
算
と
、
平
成
27
年
度
予
算
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
今
回
の

補
正
予
算
は
「
地
方
へ
の
好
循
環
拡
大
に
向
け
た
緊
急
経
済
対
策
」
が
テ
ー
マ
で
小
規
模

事
業
者
の
持
続
化
や
創
業
支
援
を
は
じ
め
、
も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
分
野
で
の

革
新
支
援
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
主
な
中
小
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー

は
次
の
と
お
り
。

ド
バ
イ
で
海
外
販
路
開
拓

ド
バ
イ
で
海
外
販
路
開
拓

９
企
業
が
出
展

９
企
業
が
出
展

ド
バ
イ
で
海
外
販
路
開
拓

　

９
企
業
が
出
展

ド
バ
イ
で
海
外
販
路
開
拓

　

９
企
業
が
出
展
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☆
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
・
贈
与
税
の
申
告
と
納
税

は
3
月
16
日
（
月
）
ま
で
！

　

平
成
26
年
分
の
所
得
税
及
び

復
興
特
別
所
得
税
・
贈
与
税
の

申
告
と
納
税
は
、
必
ず
3
月
16

日
（
月
）
の
期
限
内
に
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
。

☆
個
人
事
業
者
の
方
へ

　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

申
告
と
納
税
は
、
3
月
31
日

（
火
）
ま
で
！

　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

確
定
申
告
と
納
税
は
、
必
ず
3

月
31
日
（
火
）
の
期
限
内
に
済

ま
せ
ま
し
ょ
う
。

☆
復
興
特
別
所
得
税
の
記
載
漏

れ
に
ご
注
意
下
さ
い
！

　

所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税
の
確
定

申
告
の
作
成
に
当
た

っ
て
は
「
復
興
特
別
所
得
税

額
」
欄
の
記
載
漏
れ
の
な
い

よ
う
ご
注
意
下
さ
い
。

☆
消
費
税
（
地
方
消
費
税
を

含
む
。）
の
税
率
は
、
平
成
26

年
4
月
1
日
か
ら
8
％
（
※
）

で
す
。

　

平
成
26
年
分
の
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
書

は
、
課
税
取
引
を
旧
税
率
が
適

用
さ
れ
た
も
の
と
新
税
率
が
適

用
さ
れ
た
も
の
と
に
区
分
し
た

帳
簿
等
に
基
づ
き
作
成
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

※
平
成
26
年
4
月
1
日
以
後
に

行
わ
れ
る
取
引
で
あ
っ
て
も
、

経
過
措
置
に
よ
り
旧
税
率
が
適

用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

税務申告・相談日程表
商工会名 相談日 時間 場所

紀の川市

3月3日、4日、6日、11日 10：00～16：00 打田支所
3月4日、9日、12日 10：00～16：00 貴志川支所

3月5日 10：00～16：00 桃山支所
3月10日 10：00～16：00 本所本所

那賀町 3月2日、4日、11日 10：00～15：00 商工会館
岩出市 3月2日、4日、6日、11日 10：00～15：30 商工会館
かつらぎ町 3月2日、9日 10：00～16：00 商工会館
九度山町 3月3日、10日 10：00～16：00 商工会館
高野町 3月2日、11日 10：00～16：00 商工会館
湯浅町 3月3日 13：30～15：00 商工会館
白浜町 3月2日～12日（土日除く） 9：00～16：00 商工会館
上富田町 随時受付 商工会館
串本町 3月4日 9：30～16：00 串本町商工会館
南紀くろしお 3月4日 9：30～16：00 那智勝浦町商工会館
古座川町 3月2日 9：00～15：00 商工会館

１口の掛金は２，０００円。少ない掛金でふえる貯蓄！１口の掛金は２，０００円。少ない掛金でふえる貯蓄！ 入っててよかった！あなたも家族もまるごと守る！頼れる補償！入っててよかった！あなたも家族もまるごと守る！頼れる補償！

全ての入院が対象で、日帰り入院から保障！全ての入院が対象で、日帰り入院から保障！

加入しませんか？商工会の共済に…加入しませんか？商工会の共済に…加入しませんか？商工会の共済に…加入しませんか？商工会の共済に…

♪　掛金・加入期間
１口月額２，０００円（１０年満期・５年満期・１０年保障重視）

♪　加入資格　
商工会会員及びその家族並びに従業員が加入出来ます。

♪　貯蓄積立金と利息
毎月の掛金から年１回生命保険料と経費を差し引き、残りの
掛金は加入者積立金となり加入期間中利息を付けて複利計
算します。（利率は年０．３５％です。）

♪　積立金仮払い制度
急な資金が必要となった時、解約手続きをせずに、積立金の一
部を仮払いできます。（１万円単位でご利用いただけます。）

♪　付属保険
わずかな保険料で交通傷害保険を付けることができます。
交通保険料は、１口につき、年間１，１７０円です。
（毎年掛金から生命保険料と合わせて差し引かれます。）

♪　掛金・加入期間
１口月額２，０００円（１０年満期・５年満期・１０年保障重視）

♪　加入資格　
商工会会員及びその家族並びに従業員が加入出来ます。

♪　貯蓄積立金と利息
毎月の掛金から年１回生命保険料と経費を差し引き、残りの
掛金は加入者積立金となり加入期間中利息を付けて複利計
算します。（利率は年０．３５％です。）

♪　積立金仮払い制度
急な資金が必要となった時、解約手続きをせずに、積立金の一
部を仮払いできます。（１万円単位でご利用いただけます。）

♪　付属保険
わずかな保険料で交通傷害保険を付けることができます。
交通保険料は、１口につき、年間１，１７０円です。
（毎年掛金から生命保険料と合わせて差し引かれます。）

○　万が一「死亡」した場合には、１００万円をお支払いします。
○　配偶者やお子さまもご加入いただけます。
　　（※ご加入には一定の制限がありますので詳細をご確認願います。）
○　お申込みは簡単です。
　　（面倒な診査はありません。簡単な告知のみです。）

○　万が一「死亡」した場合には、１００万円をお支払いします。
○　配偶者やお子さまもご加入いただけます。
　　（※ご加入には一定の制限がありますので詳細をご確認願います。）
○　お申込みは簡単です。
　　（面倒な診査はありません。簡単な告知のみです。）

プランプラン

8,000円8,000円

100100万円万円

入院給付金日額入院給付金日額

死亡保険金死亡保険金額

プランプラン プランプラン

7,7,000円000円

10100万円

5,000円,000円

100100万円万円

プランプラン

3,000円3,000円

100100万円万円

お申込みお申込みプランプラン プラン

8,000円

100万円

入院給付日額

死亡保険金額

プラン プラン

7,000円

100万円

5,000円

100万円

プラン

3,000円

100万円

お申込みプラン

サポート①　電話による２４時間健康相談サービス
サポート②　医師の手配・紹介サービス
サポート③　メンタルヘルスサポートサービス
是非ご活用ください。（http://www.t-pec.co.jp)

和歌山県商工会連合会　０７３－４３２－４６６１

●商工貯蓄共済●商工貯蓄共済 ●全国商工会会員福祉共済●全国商工会会員福祉共済

●新型医療共済●新型医療共済

＋＋

「けが」の補償「けが」の補償「けが」の補償

相談無料
通話無料
相談無料
通話無料
相談無料
通話無料

満６歳～８０歳

●２，０００円コース
●３，０００円コース
●４，０００円コース
●傷害ライトプラン
　（１，０００円）
●シニア傷害プラン
　（２，０００円）

けがによる死亡･後遺障
害､入院､手術､通院を補
償します。

「がん」の補償「がん」の補償「がん」の補償
満６歳～７４歳

●トータル｢がん｣プラン
　（３，０００円）
●シニアトータル｢がん｣
　プラン（６，０００円）
●シンプル｢がん｣プラン
　（３，０００円）
●シニアシンプル｢がん｣
　プラン（６，０００円）

がん･けが･疾病による入
院､手術等を補償します。

「生命」の保障「生命」の保障「生命」の保障
６歳～６５歳

●２口（１，０００万円）
　～１２口（６，０００万円）
●割安な掛金で更に配当
　が受け取れます。
●掛金は、年齢･性別に
　より異なります。

死亡･高度障害を大きく保
障します。

「病気」の補償「病気」の補償「病気」の補償

満６歳～７４歳

●医療特約
　（１，０００円）
●シニア医療特約
　（１，０００円）

疾病による入院､手術等
を補償します。

けがに付帯けがに付帯けがに付帯

ライフプランに
応じて、加入プ
ランをご検討く
ださい。

ます。

商工貯蓄共済と全国商工会会員福祉
共済の新規加入キャンペーンはおか
げさまで好評のうちに終了いたしま
した !!

商工貯蓄共済と全国商工会会員福祉
共済の新規加入キャンペーンはおか
げさまで好評のうちに終了いたしま
した !!

詳しくは、ご加入の商工会または
県商工会連合会までお問い合わせください。
詳しくは、ご加入の商工会または
県商工会連合会までお問い合わせください。

商工会からのお知らせ
商工会では、日程表のとおり税務申告相談を実施して
いますので、お早目にご相談下さい。
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アフラック和歌山支社
和歌山市友田町4丁目123番地
紀陽東和歌山ビル5階

ノイエス株式会社
和歌山市西汀丁36 和歌山商工会議所2階
電話0120-13-8400

医療の変化にあわせた、アフラックの一番あたらしい「がん保険」です

【募集代理店】 【引受保険会社】
☎073－431－7224
和 歌 山 支 店 観光庁長官登録旅行業第20号

〒640-8044　和歌山市板屋町22（和歌山大同生命ビル２F）
営業時間9:15～18:00（月～金曜日）  支店長　貫　上　　 亨
（土日祝日はお休みです）

　

日
本
商
工
会
議
所
・
全
国
観
光
土

産
品
連
盟
主
催
に
よ
る
「
第
55
回
全

国
推
奨
観
光
土
産
品
審
査
会
」
で
、

本
県
の
商
工
会
地
区
か
ら
（
株
）
ふ

み
こ
農
園
（
有
田
川
町
）
の
「
コ
ン

ポ
ー
ト
丸
ご
と
温
州
ミ
カ
ン
」
が
菓

子
部
門
で
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
努

力
賞
に
、
ま
た
、（
有
）
セ
レ
ネ
（
岩

出
市
）
の
「
ア
ル
ガ
ウ
ォ
ー
タ
ー
」

が
食
品
部
門
で
全
国
観
光
土
産
品
連

盟
会
長
努
力
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し

た
。

　

こ
の
審
査
会
は
、
各
地
の
観
光
土

産
品
の
中
か
ら
「
品
質
が
優
れ
て
い

る
」「
郷
土
食
が
豊
か
で
あ
る
」
な

ど
の
項
目
で
審
査
さ
れ
優
れ
た
観
光

土
産
品
を「
全
国
推
奨
観
光
土
産
品
」

と
し
て
推
薦
す
る
も
の
で
、
菓
子
、

食
品
、
民
芸
、
工
芸
の
４
部
門
に

１
２
６
９
点
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の

中
か
ら
72
点
が
受

賞
し
た
。

　
「
コ
ン
ポ
ー
ト
丸

ご
と
温
州
ミ
カ
ン
」

は
和
歌
山
を
代
表

す
る
フ
ル
ー
ツ
で

あ
る
温
州
み
か
ん
を
丸
ご
と
シ
ロ
ッ

プ
や
み
か
ん
果
汁
で
煮
込
み
ジ
ュ
レ

に
仕
上
げ
た
見
た
目
に
も
可
愛
い
ス

イ
ー
ツ
。

　

ま
た
、「
ア
ル
ガ
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
は

世
界
遺
産
高
野
山
麓
の
水
に
、
み
な

べ
町
の
脱
塩
梅
酢
や
高
野
口
町
の
ハ

ナ
ビ
ラ
タ
ケ
な
ど
県
内
の
素
材
に
こ

だ
わ
っ
た
県
内
初
の
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
。

　

日
高
町
商

工
会
（
石
家

良
昭
会
長
）

は
地
域
資
源

で
あ
る
、
黒

竹
や
ク
エ
、
熊
野
古
道
を
活
用
し
た

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

図
る
た
め
、
試
作
品
の
開
発
や
首
都

圏
を
は
じ
め
、
全
国
へ
の
販
路
開
拓

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

同
商
工
会
で
は
、
国
の
補
助
事
業
で

あ
る
「
小
規
模
事
業
者
地
域
力
活
用
新

事
業
全
国
展
開
支
援
事
業
」を
活
用
し
、

黒
竹
生
産
者
や
加
工
販
売
者
、
民
宿
経

営
者
ら
で
構
成
す
る
「
日
高
町
地
域
活

性
化
事
業
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
、

地
域
資
源
で
あ
る
「
熊
野
古
道
の
黒

竹
」、「
幻
の
天
然
ク
エ
」、「
世
界
遺
産

の
熊
野
古
道
」
を
活
用
し
た
三
位
一
体

に
よ
る
日
高
町
ブ
ラ
ン
ド
化
を
検
討
し

て
い
る
。

　

今
年
度
は
黒
竹
を
使
っ
た
民
芸
品
の

試
作
品
開
発
や
、
黒
竹
林
の
整
備
、
ク

エ
料
理
や
ク
エ
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
グ
ッ

ズ
の
Ｐ
Ｒ
事
業
を
積
極
的
に
行
っ
た
。

　

同
推
進
委
員
会
で
は
、
次
年
度
に
向

け
、
試
作
品
の
商
品
化
へ
の
更
な
る
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
、
観
光
客
へ
見
せ
る

た
め
の
黒
竹
林
の
整
備
等
、
三
位
一
体

事
業
を
推
進
し
て
い
く
予
定
。

菓
子
部
門　
（
株
）
ふ
み
こ
農
園

食
品
部
門　
（
有
）
セ
レ
ネ

　

＝
全
国
推
奨
観
光
土
産
品
＝

　
　
　

努
力
賞　

受
賞

菓
子
部
門　
（
株
）
ふ
み
こ
農
園

食
品
部
門　
（
有
）
セ
レ
ネ

　

＝
全
国
推
奨
観
光
土
産
品
＝

　
　
　

努
力
賞　

受
賞

コンポート丸ごと温州みかん

黒竹の試作品　アンケート調査 アルガウォーター

全国展
開

事業

黒
竹
な
ど
全
国
に
Ｐ
Ｒ

　
　
　
　
　

日
高
町
商
工
会

黒
竹
な
ど
全
国
に
Ｐ
Ｒ

　
　
　
　
　

日
高
町
商
工
会

摘みたての美味しさを満喫摘みたての美味しさを満喫
「九度山町いちご狩り」５月中旬まで「九度山町いちご狩り」５月中旬まで

　九度山町商工会（曽和雅之会長）は同町の
甘くて美味しいイチゴをＰＲするため町内の農園でイチゴ
狩りを開催している。
　これは、平成24年度に同町のイチゴを皆さんに知っても
らおうと「九度山いちご検討会」を発足し事業者間で意見
交換を行い、新たな観光資源としてはじめたもので、富有
柿につづく第２の地域資源として期待されている。
　場所はイチゴランドカプリと奥いちご農園、いちごの里
裕の３農園で5月の中旬まで開催される。

　また、同商工会では
マスコットキャラク
ターの名称を３月末ま
で募集している。
　お問い合わせは
九度山町商工会（TEL 
0736-54-4268）まで。

■いちご狩り参考価格表■
入園料

大人（小学生以上） 1,500円
幼稚園児 1,000円
３歳以下 無　料
◆持ち帰りは別料金です。
◆価格は各農園で若干違う場合があります
　ので詳細は直接お問い合わせください。

名称募集中！
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「
相
談
で
商
談
!?
ま
た
、変
な
駄
洒
落
ち
ゃ

う
ん
か
？
」
と
お
感
じ
に
な
っ
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
相

談
が
う
ま
く
な
る
と
、
商
談
に
も
好
影
響
が

で
て
く
る
も
の
で
す
。
以
下
、
上
手
な
相
談

の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
最
初
は
「
ご
相
談
が
あ
る
の
で
す
が
…
」

か
ら
入
る
！

　

相
談
と
い
う
も
の
は
、
本
来
相
手
の
お

知
恵
を
拝
借
す
る
と
い
う
行
為
で
す
。

よ
っ
て
、
相
手
の
了
解
を
ま
ず
得
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
。
に
こ
や
か
に
「
ご
相
談
が

あ
る
の
で
す
が
…
」
と
切
り
出
し
て
相
手

の
了
解
を
得
て
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
、

「
相
談
し
た
い
こ
と
あ
ん
ね
ん
け
ど
…
」

と
和
歌
山
弁
で
話
し
て
い
た
だ
い
て
も
構

い
ま
せ
ん
。

◆
「
相
談
」
で
色
々
な
こ
と
が
出
来
る

　

相
談
は
、
相
手
の
お
知
恵
拝
借
ば
か
り

で
な
く
、
色
々
な
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
ご
相
談
な
の
で
す
が
…
」
に
続
い
て
次

の
よ
う
な
持
ち
か
け
が
出
来
ま
す
。

△
相
手
へ
の
お
願
い
が
で
き
る

「
こ
の
商
品
を
発
注
し
よ
う
と
思
う
の
で

す
が
、
取
引
ロ
ッ
ト
の
件
で
困
っ
て
い
ま

す
」
な
ど
と
、
真
摯
に
お
願
い
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

△
相
手
の
意
向
を
聴
き
、
自
分
の
考
え
を

お
伝
え
す
る

「
こ
の
商
品
は
品
切
れ
が
予
想
さ
れ
る
の

で
前
も
っ
て
お
買
い
求
め
に
な
っ
た
ほ
う

が
良
い
と
思
う
の
で
す
が
、
お
客
様
は
ど

う
お
考
え
で
す
か
」
な
ど
と
、
自
分
の
考

え
を
お
伝
え
し
つ
つ
、
相
手
の
意
向
を
訊

き
だ
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

△
情
報
を
提
供
す
る

「
１
カ
月
後
に
新
製
品
が
出
る
と
問
屋
か
ら
連

絡
が
あ
り
ま
し
た
が
、
お
客
様
は
い
か
が
な

さ
い
ま
す
か
」
な
ど
と
、
付
加
価
値
の
高
い

情
報
を
相
手
に
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

△
説
得
す
る

「
お
客
様
の
お
考
え
は
尤
も
で
す
が
、
こ

の
ま
ま
だ
と
万
一
の
場
合
お
客
様
に
不
利

益
が
及
ぶ
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。
い
か
が

で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
、
今
か
ら
ご
予
約
さ

せ
て
い
た
だ
く
の
は
…
」
な
ど
と
、
真
摯

な
案
件
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
説
得
に
も

活
用
で
き
ま
す
。

　

い
か
が
で
す
か
？
「
相
談
」
の
名
を
借

り
て
、「
お
願
い
」
や
「
意
向
確
認
」「
気

持
ち
の
伝
達
」「
情
報
提
供
」さ
ら
に
は「
説

得
」
ま
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

◆
「
普
通
の
相
談
」
と
の
違
い
は
何
？

　
「
普
通
の
相
談
」
は
、
自
分
が
相
手
の

お
知
恵
を
拝
借
す
る
の
で
、
相
手
に
相
応

の
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
一
方
、「
商
談

で
の
相
談
」
は
、
自
分
が
相
手
の
立
場
に

立
っ
て
話
を
進
め
る
の
で
、
相
手
は
、
と

て
も
楽
に
な
り
ま
す
。

　

お
ま
け
に
、
相
談
と
い
う
形
式
を
採
る
こ

と
で
、
ま
ず
自
分
が
頭
を
下
げ
、
相
手
の
了

解
を
得
る
と
い
う
形
に
な
る
の
で
、
相
手
は

納
得
し
て
私
た
ち
の
お
話
を
聴
い
て
く
れ
ま

す
。
更
に
は
、
相
談
を
す
る
こ
と
で
、
相
手

と
の
親
密
な
関
係
を
こ
ち
ら
か
ら
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
す
。「
商
談
で

の
相
談
」
は
、
良
い
こ
と
尽
く
め
で
す
。

◆「
相
談
」に
は
３
つ
の
マ
ナ
ー
が
あ
る
！

　

と
は
い
う
も
の
の
、
相
談
の
カ
タ
チ
を

取
れ
ば
何
を
し
て
も
良
い
と
い
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
一
定
の
マ
ナ
ー

が
存
在
し
ま
す
。

①
５
Ｗ
２
Ｈ
で
分
か
り
や
す
く
相
談

　

相
手
が
分
か
り
や
す
い
相
談
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
５
Ｗ
２
Ｈ
（
以
下
）
を

使
っ
て
わ
か
り
や
す
く
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

Ｗ
Ｈ
Ｙ
（
な
ぜ
）

Ｗ
Ｈ
Ａ
Ｔ
（
な
に
を
）

Ｗ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
（
ど
こ
で
）

Ｗ
Ｈ
Ｅ
Ｎ
（
い
つ
）

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
だ
れ
が
）

Ｈ
Ｏ
Ｗ
（
ど
の
よ
う
に
）

Ｈ
Ｏ
Ｗ　

Ｍ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
（
い
く
ら
で
）

で
す
。

②
相
手
が
理
解
し
や
す
い
表
現

　

あ
く
ま
で
も
相
談
の
カ
タ
チ
を
取
っ
た

商
談
で
す
の
で
、
業
界
の
専
門
用
語
を
多

用
す
る
の
で
は
な
く
、
相
手
が
理
解
し
や

す
い
言
葉
を
使
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
相
手
が
知
ら
な
い
背
景
情
報
を
丁
寧

に
説
明
し
、「
だ
か
ら
ご
相
談
し
て
い
る
」

と
ワ
ケ
を
話
す
と
、
相
手
は
「
自
分
の
た

め
を
思
っ
て
く
れ
て
い
る
」
と
感
じ
て
、

商
談
が
う
ま
く
進
み
ま
す
。

③
必
ず
お
礼
を
申
し
上
げ
る

　

商
談
で
あ
っ
て
も
「
相
談
」
の
カ
タ
チ
を

取
っ
て
い
る
以
上
、
相
談
に
の
っ
て
い
た
だ

い
た
相
手
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
こ
と
が
重

要
で
す
。「
相
談
に
の
っ
て
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
相
談
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
。」
と
結
ぶ
だ
け
で
、
相
手
の

好
感
度
も
更

に
あ
が
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

お
近
く
の
商
工
会
ま
た
は

県
商
工
会
連
合
会
へ

経営
　アドバイス

ワンワン
ポイントポイント

専門家に聞く

『相談で上手に
　　商談ができる！』

濱田　智司　氏

（株）紀の州コンサルティング
代表　中小企業診断士・社会保険労務士

〒641̶0015　和歌山市布引479-1
☎090－5242－1890　　　s.hamada－@nifty.com

くにき

お客様！ご相談があるので
すが…

「相談にのっていただき、
ありがとうございます！」
お礼は忘れない。
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和歌山県の最低賃金が
平成26年10月17日から

715円になりました。

時間額

和歌山県の最低賃金

金利のお知らせ金利のお知らせ金利のお知らせ
◇小規模事業者経営改善資金融資制度　……………（年1.35％）
◇日本政策金融公庫普通融資（５年以内）…………（年1.65％）
◇セーフティネット貸付（基準金利）　……………（年1.65％）
◇商工スモールローン保証　…………………………（年1.30％）
　　　　　　　（保証料率） ………………（年0.50％～2.20％）

（平成26年10月10日現在※）

【
３
月
】

13
日　

全
青
連
臨
時
総
会

 

（
東
京
都
）

17
日　

理
事
会
・
共
済
事
業

　
　
　

運
営
委
員
会

 

（
和
歌
山
市
）

17
日
〜
18
日

　
　
　

全
女
連
臨
時
総
会
、

　
　
　

研
修
会 

（
東
京
都
）

19
日　

全
国
連
臨
時
総
会

 

（
東
京
都
）

26
日　

臨
時
総
会
・
後
期
役

　
　
　

員
研
修 

（
白
浜
町
）

【
4
月
】

25
日　

県
青
連
通
常
総
会

 

（
み
な
べ
町
）

28
日　

県
女
連
通
常
総
会

 

（
和
歌
山
市
）

【
5
月
】

25
日　
通
常
総
会 （
和
歌
山
市
）

（
予
定
を
含
む
）

小規模事業者持続化補助金受付開始! !
◎小規模事業者持続化補助金
　小規模事業者が、商工会の助言を受けて経営計画
を作成し、その計画に沿って販路開拓に取り組む費
用の２／３を補助します。（補助上限額：５０万円）

１．補助対象の事業者　
　商工会地区の小規模事業者※であること
※常時使用する従業員数が２０人以下の商工業者
卸売業、小売業、サービス業（宿泊業、娯楽
業以外）は５人以下

２．補助率と補助上限額
　（１）補助率　　　２/３
　（２）補助上限額　５０万円
※①雇用を増加させる取組②従業員の処遇改
善の取組③買い物弱者対策の取り組む場合
は、補助上限額が１００万円となります。

※複数の小規模事業者が連携して取り組む共
同事業の場合は補助上限額５００万円とな
ります。（連携する小規模事業者数による）

※７５万円分の経費に対して、その２／３の
５０万円を補助します。全体の補助対象経
費が１００万円の場合でも、５０万円が補
助上限となります。経費が６０万円の場合
はその２／３の４０万円が補助されます。

３．商工会窓口受付期間
受 付 開 始：現在受付中
第１次締切：平成２７年３月１９日（木）
第２次締切：平成２７年５月１９日（火）

４．想定される取組例
　（１）広告宣伝

・新たな顧客層の取り込みを
  狙ったチラシの作成費用

　（２）集客力を高めるための店舗改装
・飲食店で和式トイレを洋式トイレに改装す
る費用。または、座敷を掘りごたつにする
などにより、幅広い年代層の集客を図る
・パン屋が衛生面を強化するため、陳列して
ある商品の上にカバーを付け、商品がホコ
リなどに触れない工夫を図る

　（３）商品パッケージや包装紙・ラッピングの
　　　  変更

・古くなった商品パッケージのデザインを一新 

　（４）新商品の開発
・新商品、試作品の開発のための費用

　（５）商談会や見本市への出展
・販路開拓のための商談会や見本市への出展
に係る費用

詳しくは、お近くの商工会までお問い合わせください。

を

舗改装
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